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1. はじめに 

ホウショウは一般的に芳樟と書かれ、葉の 3 行脈の特徴などクスノキとよく似てお

り、葉の匂の主成分が樟脳であるクスノキの変種あるいは亜変種とされている。戦後、

台湾より日本に持ち込まれたホウショウは、上質なリナロールが抽出されるという特

徴から盛んに栽培され、化粧品や石鹸等の原料とされてきた 1)。しかし、安価で取り回

しの良い合成香料が開発されてから、多くの国産の天然香料生産農場は閉鎖に追い込

まれ、現在は鹿児島県指宿市の開聞山麓香料園 2)で芳樟精油を生産するのみである。60

年ほど前の新婚旅行ブームの頃、当該香料園から名古屋市にホウショウの苗を街路樹

用に送付したとの記事 2)がある。 

公園の緑化樹木、街路の歩道樹木や中央分離帯の樹木として、名古屋市では、シンボ

ルツリーのクスノキが盛んに利用されている。クスノキとホウショウの生育条件は同

じであり、同時期に開花、結実するため、風や鳥を媒介とする種子散布が期待できる。

クスノキとホウショウを目視にて形態的に区別することは難しいが、樟脳のスースー

する清涼感のある香りに対して、ホウショウの主成分である l-リナロールは、フロー

ラルな甘い香りであるため、葉の匂を嗅ぐことにより、容易に判別が可能である。 

本研究では、名古屋市南区の H 公園において、ホウショウのマザーツリーの大木を

発見し、この母樹から周辺への分布拡大状況を調査した。加えて名古屋市に隣接する

東海市の S 公園、名古屋市でも有数の大きな公園である T 公園を調査し、名古屋市近

傍におけるホウショウの生育可能性を明らかにする。 

2. 調査及び成分の分析方法 

2-1 H 公園の調査 

H 公園内には芳樟の母樹が存在するため、付近の道路歩道の街路樹中に植生があると

考えられる。公園近傍に歩道橋があり、公園側歩道と病院側歩道に分け、歩道橋を起点

にして距離を測りつつ、クスノキ科植物を葉の 3 行脈を頼りに街路樹内を捜索した。

発見した葉の匂に清涼感の場合をクスノキ、華やかな甘さの場合をホウショウとして

調査員 2 名で判別した。ホウショウと判別した葉を数枚サンプリングし、大学の冷凍

庫で凍結後、凍結乾燥保存した。乾燥葉 0.5g を 5mm 角程度に切断し、ヘッドスペース

GCMS(島津製)にて香気成分の分析を行い、リナロールが主成分として検出された場合

にホウショウと確定する。公園内の母樹を含め、2 回に分けて調査を行った。 

2-2 他の公園内の調査 

公園内の立入禁止の場所は避け、公園内の遊歩道沿いを歩きつつ、3 行脈の葉の匂を

嗅いだ場所を記録し、ホウショウの捜索を行った。調査結果は、葉の嗅いだ地点数と葉 
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をサンプリングした地点数、芳樟と確定した数から、発見率と正答率を算出した。 
3. 結果と考察 

表 1 に、H 公園のサンプリ

ング地点と主要なにおい成

分のピーク面積割合、樹種

の判定結果を母樹の結果と

ともに示す。 

ホウショウと判定された

樹木では、乾燥葉において

リナルールがおよそ 80％以

上存在すること、リナロー

ルオキシドが数％程度存在

し、クスノキでは検出しな

いことがわかる。クスノキ

と判定された樹木では、乾

燥葉において d-カンファー

が 40％以上存在すること、

カンフェンが 3％以上存在

することがわかる。ホウショウにはカンファーが、クスノキにはリナロールが、数％未

満で存在しており、近縁種であることを支持している。  

H 公園の病院側では、7 試料中 3 試料がホウショウであり、正答率は約 4 割であっ

た。公園側では、10 試料中 6 試料がホウショウであり、正答率は 6 割であった。H 公

園全体の正答率およそ 5 割であり、主成分のにおいの質が大きく異なる割には正答率

が低かった。においを嗅ぐ調査員の経験不足に加え、嗅ぐ対象が生葉であることから、

リーフアルデヒドに代表される青葉特有の匂がホウショウにもクスノキにも含まれる

ことから、判定に悪影響をもたらしたと考えられる。S 公園では、分析対象を見つけら

れず、発見率、正答率ともに 0％であった、H 公園では、75 地点の匂を嗅ぎ、1 試料を

分析し、ホウショウと判定できた。発見率 1.3％、正答率 100％であった。 

４. まとめ 

H 公園では、公園内の母樹を中心として、ホウショウが近傍の道路歩道へ分布を広げ

ていることがわかった。正答率は必ずしも高くなく、嗅ぎ分けの訓練を行うこと、ホウ

ショウの葉を調査に持参して、においを確認する必要性がわかった。 

ホウショウはクスノキと同様に大木化することから、神社仏閣等の緑化樹木として

利用可能である。葉も含め樹木全体が、天然精油材料となることから、農村においても

緑化だけでなく、有用資材として活用可能な樹種である。クスノキと対比して匂いを

嗅ぎ分けることは、植物生態に関わる環境教育用の素材としても期待できる。 
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